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棚
底
地
区
振
興
会
で
は
、
新
年
度
に
な

り
最
初
の
大
き
な
イ
ベ
ン
ト
と
し
て
例
年
、

４
月
に
開
催
し
て
き
ま
し
た
『
棚
底
史
跡

め
ぐ
り
＆
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
』
を
本
年
度
に

限
り
中
止
す
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。

ご
承
知
の
と
お
り
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
ィ

ル
ス
の
感
染
拡
大
防
止
の
見
通
し
が
依
然

と
し
て
つ
か
な
い
状
況
に
あ
り
ま
す
。
ま

た
、
小
・
中
・
高
校
の
一
斉
休
校
や
文
化

施
設
、
ス
ポ
ー
ツ
イ
ベ
ン
ト
の
自
粛
が
続

く
中
、
振
興
会
と
し
て
も
苦
渋
の
決
断
を

い
た
し
た
次
第
で
す
。

す
で
に
参
加
申
し
込
み
を
さ
れ
た
方
や

大
会
を
楽
し
み
に
さ
れ
て
い
た
皆
さ
ん
に

は
大
変
ご
迷
惑
を
お
か
け
し
ま
す
が
、
参

加
者
と
大
会
関
係
者
の
健
康
と
安
全
を
第

一
に
、
苦
渋
の
決
断
に
至
り
ま
し
た
こ
と

を
ご
理
解
い
た
だ
き
、
ご
了
承
願
い
た
い

と
存
じ
ま
す

な
お
、
十
一
月
に
は
天
草
最
高
峰
倉
岳

ウ
ォ
ー
ク
を
開
催
予
定
で
す
の
で
、
地
元

の
皆
さ
ん
も
多
数
お
申
込
み
頂
き
、
大
会

を
盛
り
上
げ
て
下
さ
れ
ば
幸
い
で
す
。
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新
年
度
か
ら
２
年
間
、
棚
底
地
区
の
リ
ー
ダ
ー
と
し

て
地
域
と
行
政
の
パ
イ
プ
役
を
担
っ
て
い
た
だ
く
新

区
長
さ
ん
を
ご
紹
介
し
ま
す
。
左
表
の
と
お
り
で
す
。

区
長
さ
ん
に
は
、
行
政
区
長
会
か
ら
の
連
絡
事
項
の

周
知
徹
底
、
地
域
の
行
事
運
営
や
諸
課
題
の
解
決
、
福

祉
、
防
災
に
関
す
る
対
応
ま
た
、
住
民
か
ら
の
意
見
や

要
望
の
と
り
ま
と
め
な
ど
多
岐
に
わ
た
る
大
切
な
役

割
を
お
願
い
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

一
方
、
地
区
振
興
会
で
は
、
役
員
、
理
事
と
し
て
振
興

会
の
事
業
運
営
に
お
世
話
に
な
り
ま
す
が
、
ご
理
解
と

ご
協
力
の
ほ
ど
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

令和元年度の振興会は、２月までに各部

会とも１年間の事業総括を済ませ、新年度

からの役員交代に伴う事業引継ぎや正・

副部会長選出のため新旧部会員による全

体会議を開催するばかりでした。
ところが新型コロナウィルス感染症の影

響でコミセンが、他団体に施設利用の自粛
を要請しているため、会議を開催する状況
にないことをご理解ください。

各地区から選出された区長さんはじめ各
部会員の皆様には、就任早々、大変ご迷
惑をおかけしますが、今しばらくご辛抱い
ただきますようお願いします。状況が好転
次第会議を開催する予定です。

４月に入りまして、自治環境部会員には、
早速、倉岳小学校プール下の石垣散策ト
イレ掃除を行っていただくことになってい
ます。コロナウィルス感染防止のため会
議を開催できない状況にあり、事前に詳
しく説明できませんがご了承ください。

当番に当たられた各地区の自治環境部
会員は、掃除に行かれる前にコミセンま
でご一報ください。 電話６４－３６６４

新自治環境部会

コロナウィルス感染予防のため
会議開催を自粛しています！

振興会 毎週：火曜と土曜日
倉岳小学校 毎週：木曜日



　人口動静

世　帯　数

２月末
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２月末 １月末
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４８.６３ ％
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2,708（－2）

485（＋1） 1,086棚　底

浦 281（－1）282 655

合　計 1,210

969444（0）
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主な行事予定

コロナウィルス感染症の状況を見守りなが

ら開催します。

棚底地区振興会４月予定の会議

各部会会議、役員会、総会

４月６日（月）～１５日（水）

春の全国交通安全運動

（予定のため変更になる場合あり）

平
成
２
７
年
度
・
２
８
年
度
に

実
施
し
た
棚
底
城
跡
第
３
・
４
次

発
掘
調
査
の
報
告
書
を
３
月
末
に

刊
行
し
ま
し
た
。
棚
底
城
跡
の
発

掘
調
査
報
告
書
は
こ
れ
で
４
冊
目

に
な
り
ま
す
。
専
門
用
語
で
書
か

れ
て
い
る
の
で
、
少
し
難
し
い
も

の
で
す
が
、
興
味
の
あ
る
方
は
中

央
図
書
館
で
ご
覧
く
だ
さ
い
。
貸

出
も
で
き
る
よ
う
に
配
慮
し
て
い

た
だ
い
て
お
り
ま
す
。

今
年
度
も
引
き
続
き
よ
ろ
し
く

お
願
い
し
ま
す
。

(

天
草
市
文
化
課

宮
崎
）

発
掘
調
査
報
告
書
を

刊
行
し
ま
し
た

棚
底
城
通
信
第
４
６
号

今
ま
で
に
刊
行
さ
れ
た
棚
底
城

跡
の
発
掘
調
査
報
告
書

７

江
戸
期
の
ほ
と
ん
ど
が
天
領
で

あ
っ
た
天
草
は
富
岡
に
陣
屋
が
置
か

れ
、
九
州
の
天
領
を
統
括
す
る
西
国

(

日
田)

郡
代
の
管
轄
下
に
あ
り
ま
し
た
。

陣
屋
に
は
武
士
が
四
～
五
人
い
た
よ

う
で
す
が
、
ほ
と
ん
ど
事
務
官
的
な
も

の
で
し
た
。

時
は
幕
末
、
近
海
を
外
国
船
が
、
は

た
ま
た
討
幕
を
企
て
る
武
士
が
ウ
ロ

ウ
ロ
す
る
不
穏
な
昨
今
で
は
、
天
草
も

警
備
を
強
化
す
る
必
要
に
迫
ら
れ
ま

し
た
。

そ
の
た
め
、
時
の
郡
代
窪
田
治
部
右

衛
門
は
、
天
草
の
各
村
々
か
ら
若
者
を

徴
集
し
、
制
勝
組
と
い
う
農
兵
組
織
を

立
ち
上
げ
ま
し
た
。

そ
し
て
、
天
草
防
備
の
砲
台
築
造
な

ど
様
々
な
名
目
の
資
金
の
供
出
を
各

村
に
求
め
ま
し
た
。
こ
の
窪
田
と
い
う

郡
代
は
、
時
代
劇
を
地
で
い
く
よ
う
な

と
ん
で
も
な
い
悪
郡
代
で
、
国
土
防
衛

と
い
う
本
来
は
幕
府
の
予
算
か
ら
賄

う
べ
き
も
の
を
全
て
各
村
か
ら
出
さ

せ
て
い
ま
す
。

慶
応
二
年
（
一
八
六
六
）、
棚
底
村
に
、

こ
の
農
兵
用
の
鉄
砲
七
丁
分
百
十
五

両
が
割
り
当
て
ら
れ
ま
し
た
。
四
十
一

両
は
村
で
何
と
か
な
っ
た
も
の
の
、
残

り
の
七
十
四
両
の
都
合
が
つ
か
い
、
仕

方
が
な
い
の
で
、
現
在
の
鳴
川
方
面
の

村
山
（
入
会
地
か
）
を
質
に
入
れ
て
村

の
有
力
者
か
ら
借
金
す
る
こ
と
に
な

り
ま
し
た
。
返
済
は
五
十
年
賦
と
い
う

大
名
貸
し
の
よ
う
な
期
間
で
す
が
、
時

棚
底
村
・
幕
末
の
借
金

の
庄
屋
さ
ん
が
病
死
し
た
こ
と
と
、

維
新
の
ど
さ
く
さ
で
し
ば
ら
く
放
っ

て
置
か
れ
、
改
め
て
明
治
四
年
に
村

の
組
頭
一
同
が
協
議
連
署
し
て
、
四

十
五
年
払
い
で
返
済
す
る
こ
と
に
な

り
、
大
正
五
年
に
は
、
完
済
し
た
と
い

う
話
で
す
。

以
上
に
つ
い
て
は
、
役
場
に
保
存

さ
れ
て
い
た
「
質
地
證
文
之
事
」
と
い

う
文
書
に
書
か
れ
て
い
ま
す
。
明
治

初
期
の
文
書
を
連
綿
と
保
存
さ
れ
て

き
た
棚
底
村
・
倉
岳
町
役
場
の
先
輩

方
に
感
謝
で
す
。
江
戸
期
と
変
わ
ら

な
い
難
解
な
文
章
は
高
田
尊
徳
さ
ん

に
解
読
し
て
も
ら
っ
て
い
ま
す
の
で
、

次
回
に
紹
介
し
ま
す
。

な
お
、
先
の
窪
田
郡
代
は
、
徳
川
幕

府
が
崩
壊
す
る
と
同
時
に
日
田
か
ら

単
身
逃
走
し
て
い
ま
す
が
、
歌
手
の

松
田
聖
子
さ
ん
と
繋
が
り
が
あ
る
そ

う
で
す
。

三
区

歳
川

喜
三
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→

鉄砲７丁分の残り７４両を村の有力者から借金

＝質に入れられた村山（入会地か）現在の鳴川方面


